
【試合中の選手によるアクシデントの対処について】 
 
 試合前の練習 
中に発生 

→レフェリーに 
  棄権を申し出る 

練習(公式・非公式問わず)  

 
            試合開始(ﾗﾌﾞ・ｵｰﾙ・ﾌﾟﾚｲのｺｰﾙ)後 
   
 
 アクシデント発生(A～Cの判断は主審) インターバル中は除く  
A.やむを得ない事故発生 
(選手の不可抗力の部分) 
＊ラケットがぶつかり出血 
＊鼻血が出る 
＊シャトルが目に当たるなど 

B.けが発生 
 
＊足のねんざ 
＊パートナー同士の衝突 
＊アキレス腱断裂など 

C.足の痙攣発生 
(現在日本バドミントン協会で 
はけがには該当しない見解で 
ある。) 

             A                         B                            Ｃ 
 【主審】 
主審はすぐに試合を中断さ 
せすぐにレフェリーを呼 
ぶ。(監督は勝手にコート 
内には入れない。) 

 【主審】 
主審はすぐに当該の選手に、 
プレーの継続の意志を尋ね 
る。 

 【主審】 
主審はすぐに当該の選手 
に、プレーの継続を促す。 
＊スプレー程度は認める。 
時間のかかるものは認め 
ない。 

 

 
 【主審】 
主審は試合の中断時間を計 
り、審判用紙に記録する。 
＊処置の時間制限・処置回 
数は原則的にない。 
(試合復帰のための処置で 
あることが大前提ではあ 
る) 
 
【レフェリー】 
レフェリーは必要なら該当 
の顧問を競技区域に呼び、 
話し合う。 

 
 選手からの 
棄権の意思 
表示がある 
場合 

 選手からの棄権 
の申し出がない 
(試合を続ける 
意志がある) 
スプレー・絆創 
膏は認め、テー 
ピングは認めな 
い 

 選手はプレ 
ーの続行の 
意志があ 
る。 

 選手から棄 
権の意志表 
示がある場 
合 

 

 

 
               同じ扱い 
 【主審】 
主審はすぐ 
にレフェリ 
ーを呼び、 
その旨を報 
告する。 

 
 【主審】 
そのまま 
プレーを 
続けさせ 
る 

 選手は起 
きあがれ 
ない。 

 

 同じ扱い 
   
 【主審】 

主審はレフ 
ェリーの指 
示で「棄権」 
をコールす 
る。 

               主審判断 
 【主審】 

黄(赤)色カー 
ド使用 

 

 
 【主審】 

レフェリーを呼び、報告する。 
 

 

 
 【レフェリー】 

レフェリーは必要なら該当の監督 
を競技区域に呼び、当該選手と話 
し合わせ棄権を促せる。 

 

 
 
 【主審】 

主審はレフェ 
リーの指示で 
「棄権」をコ 
ールする。 

 【レフェリー】 
当該選手が続ける場合でも、 
レフェリーが競技区域付近で 
試合を観察し、これ以上無理 
とレフェリーが判断したとき 
は「失格」になる。 

 

注意事項  ＊レフェリー(競技役員長)については、ディピュティ・レフェリー(競技審判  
    部長)が代わりを務めることができる。 


